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令和４年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【医療データサイエンスの実際】 

日 時:2022/9/8 

受講者数:3 

会 場：兵庫県立大学神戸情報科学キャンパス 中講義室 

講 師: 竹村 匡正 

 

医療データサイエンスの現状を実際の診療データや制度設計、また実際の病院におけるデータ基盤等の

理解を踏まえた上で、実際のデータ分析・機械学習手法の適用の現状等を論じます。 

医療データの元になる病院情報システムの構築の実際や、これらのデータを用いた業務分析や機械学習

手法を用いた診療情報の自動監査・自動診断等の実際を示した上で、次世代医療基盤法や地域医療連携

における多施設データ収集のための標準規格や健康情報データの利活用の現状について紹介をしまし

た。 

病院情報システムにおいては、担当講師がこれまで担当してきた京都大学医学部附属病院の病院情報シ

ステムや、兵庫県立はりま姫路総合医療センターの病院情報システム構築を踏まえ、医療データがそも

そもどのように発生しているかについて紹介をしました。 

また、本学も参画している文部科学省事業「関西広域 医療データ人材教育拠点形成事業」において提

供されている実際の病院情報システムの動画講義を用いて、実電子カルテシステムの動作状況やその背

後のデータの蓄積方法について紹介しました。 

その上で、病院情報システムのデータ二次利用としてこれまで最も検討されてきた病院経営分析等の実

際を紹介した上で、昨今のほぼ完全な実施入力の実施の現状から、看護業務分析の実際や、電子カルテ

化に伴う診療記録・看護記録の電子化によるフリーテキスト情報のデータ利用の実際について最新の研

究成果を含めて紹介いたしました。 

また、診療データの集積・利活用は一つの病院にとどまらないことから、多施設の医療データを集積す

るプロジェクトの紹介や、これらの制度設計および次世代医療基盤法の成立について、その背景を含め

て説明を行いました。 

また、神戸リサーチコンプレックスにおいて検討されてきた健康データ収集基盤（Personal Health 

Record）について、実際にこれまで担当講師が構築してきた経験を踏まえて、その背景を含めて説明を

しました。 


